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特別企画・企業探訪

人
類
史
に
お
け
る
究
極
の

「
戦
前
責
任
」を
問
わ
れ
る

ハルバート博士追悼式典・満席の会場

小松昭夫理事長の追悼文を代読するコマツアコリアの尹熙竣理事
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ホ
ー
マ
ー
・
ハ
ル
バ
ー
ト
博
士
68
周

忌
追
悼
式
に
あ
た
り
、
ご
挨
拶
の
機
会

を
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
　

私
は
２
０
１
４
年
３
月
、
安
重
根
義

士
殉
国
１
０
４
周
年
の
記
念
式
典
で
、

孫
黄
恩
珠
氏
、
曾
孫
安
寶
榮
氏
の
前
で

「
安
重
根
義
士
は
、
民
族
の
英
雄
に
止

ま
ら
ず
、
人
類
の
英
雄
に
す
べ
き
で
あ

る
」と
申
し
上
げ
、
参
列
者
の
熱
烈
な

賛
同
を
得
ま
し
た
。そ
の
安
義
士
に「
韓

国
人
で
あ
れ
ば
一
日
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
人
物
」と
言
わ
し
め
た
の
が
、
米

国
人
ハ
ル
バ
ー
ト
博
士
だ
と
お
聞
き
し

て
い
ま
す
。

博
士
が
大
韓
民
国（
韓
国
）で
活
動

さ
れ
た
19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭

は
、
人
類
史
的
な
激
動
の
時
代
で
、
１
　

９
１
４
年
に
人
類
初
の
総
力
戦
第
一
次

世
界
大
戦
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
勃
発
し
ま

し
た
。
日
本
は
国
策
を
誤
り
薩
長
土
肥

と
公
家
が
合
体
し
、
権
威
と
権
力
を

統
合
。
１
８
７
２
年
〜
１
８
７
９
年
の

琉
球
処
分
を
経
て
中
央
集
権
国
家
を

誕
生
さ
せ
、
覇
道
の
道
を
進
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
日
清
戦
争

を
経
て
台
湾
を
併
合
、
中
国
に
侵
攻

し
ま
し
た
。
日
露
戦
争
後
の
１
９
０
５

年
乙
巳（
ウ
ル
サ
）条
約（
第
二
次
日
韓

協
約
）に
よ
っ
て
韓
国
の
外
交
権
を
奪

い
、
１
９
１
０
年
に
韓
国
を
併
合
し
ま

し
た
。
世
界
列
強
に
向
け
て
、
韓
国
の

自
主
独
立
を
主
張
す
る
た
め
、
博
士
は

１
９
０
７
年
、
第
２
回
ハ
ー
グ
平
和
会

議
に
特
使
を
送
る
こ
と
を
発
案
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
特
使
の
ひ
と
り
李
儁
烈
士
が
客

死
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
の
ホ
テ

ル
が
、
記
念
館
に
な
っ
て
い
ま
す
。
２
　

０
１
２
年
、
李
儁
記
念
館
を
訪
問
し
、

私
と
特
別
の
縁
の
あ
る
安
義
士
の
遺
墨

「
獨
立
」の
レ
プ
リ
カ
を
展
示
し
ま
し

た
。こ

の
第
２
回
ハ
ー
グ
平
和
会
議
の

出
席
者
の
中
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
が
い

ま
し
た
。
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
１
８
８
９

年
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説『
武
器
を
捨

て
よ
！
』、
１
９
１
２
年
、
論
文『
空
の

野
蛮
化
』を
発
表
、
戦
争
阻
止
を
世
界

に
訴
え
、国
際
的
な
平
和
活
動
を
展
開
、

１
９
０
５
年
に
女
性
初
の
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
、
米
国
の
ア
ン
ド
リ
ュ

ー
・
カ
ー
ネ
ギ
ー
の
寄
付
で
ハ
ー
グ
市

に
建
設
さ
れ
た「
平
和
宮（
現
国
際
司
法

裁
判
所
）」１
０
０
周
年
記
念
事
業
の

ひ
と
つ
と
し
て
、「
世
界
の
平
和
フ
ィ

ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ス
ト
20
人
」展
が
行
わ
れ
、

私
も
そ
の
ひ
と
り
に
選
ば
れ
、
パ
ネ
ル

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
開
会
式
に
合

わ
せ
て
、
ズ
ッ
ト
ナ
ー
胸
像
の
除
幕
式

が
行
わ
れ
、
胸
像
制
作
者
で
あ
る
オ
ラ

ン
ダ
の
彫
刻
家
イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
ロ
レ

マ
氏
と
出
会
い
、
そ
の
お
人
柄
と
深
遠

な
念
い
の
伝
わ
る
像
に
魅
了
さ
れ
、
カ

ー
ネ
ギ
ー
財
団
の
賛
同
を
得
て
、
２

体
の
ズ
ッ
ト
ナ
ー
像
を
制
作
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ズ
ッ
ト
ナ
ー
像
が「
特

別
の
平
和
使
節
」と
し
て
世
界
を
回
り
、

そ
の
志
が
現
代
に
よ
み
が
え
り
、
確
か

な
平
和
へ
の
流
れ
が
始
ま
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

韓
国
独
立
運
動
に
ま
い
進
さ
れ
た
ハ

ル
バ
ー
ト
博
士
は「
韓
国
人
よ
り
韓
国

を
愛
し
た
、
韓
国
の
永
遠
の
友
」
と
も

言
わ
れ
て
お
り
、
韓
国
の
文
化
を
世
界

に
広
め
る
役
割
も
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

同
時
代
の
19
世
紀
末
、
ギ
リ
シ
ャ
生
ま

れ
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
作
家
ラ
フ
カ
デ

ィ
オ
・
ハ
ー
ン（
小
泉
八
雲
）
が
日
本

島
根
県
松
江
市
で
教
鞭
を
と
り
、
欧
米

に
初
め
て
本
格
的
に
日
本
文
化
を
紹
介

し
ま
し
た
。
今
、
ハ
ー
ン
の
異
文
化
に

心
を
開
く「
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
」
を

評
価
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ン
は
、
日
清
戦
争
後
の
日
本
の
風

潮
に
、こ
う
警
告
を
発
し
ま
し
た
。「
お

そ
ら
く
、
日
本
の
将
来
の
危
機
は
、
実
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小松電機産業・人間自然科学研究所の軌跡とポリシー

2014年11月「八雲立つ日本・出雲から陽が昇る」シンポジウムにて、ズットナー像の除幕。
像左イングリッド・ロレマ氏、像右小松昭夫理事長。

第二次世界大戦における死者数

国別 軍人 市民 計（単位万人）

日本 230 80 310

ドイツ 325 335 660

オーストリア 26 12 38

イタリア 39 21 60

その他 163

枢軸国

合計 1231

ソ連 1360 700 2060

中国 350 971 1321

ポーランド 24 560 584

ユーゴスラビア 45 58 103

フランス 15 25 40

イギリス 38 7 45

アメリカ 41 41

その他 78

連合国

合計 4272

＜『一九九五年八月十五日に』（朝日新聞社）などより＞
■アジア・太平洋各国の死者数（上記の国を除く・単位万人） 
朝鮮：２０、台湾：３、フィリピン：１１１、ベトナム：２００、
ビルマ：５、マレーシア・シンガポール：１０、インドネシア：４００、
インド：１５０、オーストラリア：２. ３、ニュージーランド：1. ２ 
＜『日本の侵略と膨張』（吉岡吉典・新日本出版社）などより＞
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に
こ
の
途
方
も
な
い
、
大
き
な
自
負
心

に
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
」（『
心
』 

１
　

８
９
６
年
）。
こ
の
ハ
ー
ン
の
指
摘
ど

お
り
日
本
は
道
を
誤
り
、
貴
国
に
大
き

な
災
難
を
与
え
ま
し
た
。「
戦
後
責
任
」

を
果
た
す
立
場
の
日
本
人
の
一
人
と
し

て
、
心
よ
り
謝
罪
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
、
世
界
は
第
一
次
世
界
大
戦
前
の

状
況
と
酷
似
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ

り
ま
す
。

人
間
自
然
科
学
研
究
所
は
、
１
９
９
　

７
年
か
ら
世
界
の
戦
争
・
平
和
記
念
館

を
訪
問
、
学
習
・
献
花
・
寄
付
を
行
う
な

ど
の
活
動
を
続
け
、
紛
争
・
戦
争
に
至

る
背
景
と
経
緯
と
実
態
を
研
究
、「
戦

前
責
任
」「
戦
中
責
任
」「
戦
後
責
任
」
の

３
つ
に
分
け
て
考
察
し
て
き
ま
し
た
。

今
の
ま
ま
で
は
、
日
本
、
韓
国
、
朝

鮮
民
主
主
義
人

民
共
和
国（
共
和

国
）、
そ
し
て
ア

メ
リ
カ
合
衆
国

（
米
国
）・
ロ
シ
ア

連
邦（
露
国
）・
中

華
人
民
共
和
国

（
中
国
）の
３
大
核

大
国
の
指
導
者
は

勿
論
、
国
民
一
人

ひ
と
り
が
、
人
類

史
に
お
け
る
究
極

の
「
戦
前
責
任
」

を
問
わ
れ
る
立
場

に
な
り
ま
す
。

加
害
の
歴
史
を

持
つ
日
本
国
民
が

声
を
か
け
、
被
害

の
歴
史
を
持
つ
共

和
国
、
韓
国
に
諮

り
、
こ
の
地
域
に

本
質
的
な
影
響
力

を
持
っ
て
い
る
米

国
・
露
国
・
中
国
の

賛
同
を
得
て
世
界
の
期
待
を
担
う
平
和

事
業
を
興
す
こ
と
に
よ
り
、「
対
立
の

文
化
か
ら
共
生
の
文
化
」
へ
の
転
換
を

促
し
、
朝
鮮
半
島
と
日
本
列
島
か
ら
世

界
恒
久
平
和
へ
の
流
れ
を
起
こ
す
こ
と

が
熱
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
本
日
、
こ
の
よ
う
な
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
ハ
ル
バ
ー
ト
博
士

記
念
事
業
会
の
金
東
珍
会
長
様
、
金
会

長
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た『
英
雄
』
誌

の
朴
昌
宰
社
長
様
に
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

〈
２
０
１
７
年
8
月
11
日
、「
ホ
ー
マ

ー
・
ハ
ル
バ
ー
ト
博
士
68
周
忌
追
悼
式
」

が
、
韓
国
ソ
ウ
ル
麻
浦
区
合
井
洞
所
在

の
楊
花
津
外
国
人
宣
教
師
廟
院
に
て
開

催
さ
れ
た
。
主
催
の
社
団
法
人
ハ
ル
バ

ー
ト
博
士
記
念
事
業
会
よ
り
小
松
昭
夫

理
事
長
に
招
待
状
が
届
い
た
が
、
入
院

の
た
め
出
席
で
き
ず
、
コ
マ
ツ
コ
リ
ア

の
尹
熙
竣
理
事
が
名
代
と
し
て
出
席
、

こ
の
追
悼
文（
一
部
加
筆
）を
代
読
。
尹

氏
は「
式
典
で
挨
拶
さ
れ
た
６
名
の
中
、

一
番
長
い
文
書
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
が

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
り
、
読
み

終
え
た
後
に
は
、
多
く
の
拍
手
を
頂
き

ま
し
た
。
席
に
戻
る
と『
素
晴
ら
し
い

文
書
で
し
た
』、『
ま
さ
に
戦
前
責
任
が

問
わ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
』と
声
を

掛
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
中
で
も
、

「
文
化
遺
産
国
民
信
託
」
の
金
宗
圭
理

事
長
が
強
い
関
心
を
示
さ
れ
、
小
松
理

事
長
と
面
会
す
る
流
れ
が
で
き
ま
し

た
」
と
報
告
し
て
い
る
。〉




